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平成２８年年度当初予算のキャッチフレーズ 

『鯖江新世紀へのスタート』 

  

１、予算規模 

鯖江市の今年の当初予算案は 

◎一般会計  ２５９億１，０００万円 

◎特別会計  １３６億５，９５０万円 

◎企業会計   ６９億  ７７０万円 

◎合計    ４６４億７，７２０万円 

 

当初予算規模としては一般会計、全会計共に過去最大 

 

２、財政規律の堅持を維持 

 

「未来を担う子供たちに負担を残しません！」

◎財政調整基金残高（見込） ３０億４２０万円 

 （市政施行以来初めて３０億円を突破する見込み！ 

  過去最大） 

◎一般会計市債残高（見込）２６２億１９０万円 

 （計画を上回るペースで、毎年確実に残高を減らし

ています） 

◎市債残高のうち実質的な負担額は約３４％です。 

 （６６％は交付税措置されます） 

 市が自主財源で償還しなければならない実質的

負担額は約８９億８６４万円です。 

 

３、歳入の確保 

◎人口増による普通交付税の増加 

 本市の人口は前回の平成２２年調査より８８７人

増の６８，３３７人となりました。県内の自治体で

は唯一人口増となりました。 

 単純に人口増だけを見ると約１億円の増となりま

す。 

◎ふるさと納税制度 

 お礼品の充実、ポイント化およびクレジットカード

決済の導入などを行いＨ２７年度は約７，３００万

円。平成２８年は８，０００万円を予算化しました。 

◎クラウドファンディング「ＦＡＡＶＯさばえ」の活      

用。 

募集事業１５事業のうち１４事業目標達成 

資金調達総額（募集中含む）１３，６３４千円 

 

４、行財政改革の新しい取り組み 

◎下水道事業・農業集落排水事業の企業会計への移行 

◎上下水道事業の包括的民間委託の実施（経費削減効

果 約３千１００万円/年 

◎職員削減数 ７人減 

 

５、市民生活向上・新しい取組 

新規事業は８５事業、その一部をご紹介 

 

◎高機能情報通信対応 防災行政無線事業 

 災害時に速やかな情報伝達！ 

◎鯖江市防災備蓄倉庫整備事業 

鯖江市新横江１丁目 7-22 TEL/FAX(0778)-52-7488 携帯 090-6810-2462 



 災害への備えは万全！ 

◎上下水道事業包括的民間委託 

 上水道課と下水道課を統合し、窓口業務等を民間に

委託します。 

◎快適歩行空間整備事業 

 鯖江の街をピッカピカ！鯖江の歩道は安全です！ 

◎子育て世代包括支援センター 

 ワンストップで長期支援！ 

◎産前・産後サポート事業 

 妊娠・子育ての悩みを解消！ 

◎子供の目の健康づくり推進事業 

 「めがねのまちさばえ」な

らではのとりくみ！「目」 

の健康でも国内トップを目

指します！ 

 

（以上、鯖江市資料を基に

抜粋、要約） 

 

 

～世界にはばたく地域ブランド 

「めがねのまちさばえ」～ 

 鯖江市は、人口、経済、地域社会の課題に一体的

に取り組むために「鯖江市人口ビジョン」と「鯖江

市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しまし

た。 

基本目標１ 魅力ある雇用の創出 

  鯖江ももうすぐ人口減少社会に入っていきます。 

 県外に出て行った学生や社会人が鯖江に魅力を感

じＵターンしてもらうためには、魅力ある企業・職

場が不可欠です。 

  地場産業の強化と、新産業の創出が必要です。 

基本目標２ 若者が住みたくなるまちの創造 

 オープンデータによるＩＴのまちづくり。市民の利

便性を高める事業。学生連携、市民主役のまちづく

り。産官学連携による伝統産業の活性化などに努め

て行きます。 

 

基本目標３ 若くて元

気なまちの創造 

 安心して結婚・出産・子

育てができるまちづく

り。 

学力・体力日本一のまちづくり。生涯現役で生涯青

春のまちづくりを進めて行きます。 

 

基本目標４ 安心で快適に暮らせるまちの創造 

 市民との協働による「まち美化システム」の構築。 

市民の安全、安心を守る事業を進めて行きます。 

（鯖江市資料参照） 

 

レッサーパンダを 

「市の動物」として指定へ 
 １２月議会においてレッサーパンダを「市の

動物」に指定することを提案しました。 

 

神戸王子動物園から仲間入りした「ティアラ」早速脱走

して話題に。 

 日本ではほとんどの自治体が「県の○○」「市の○○」

という形で、「花・木・鳥」を制定しています。 



 これは、１９５３年にＮＨＫが企画した「郷土の花」

制定運動きっかけとなり、翌１９５４年、政府もこの

運動に協力して選定されたとのことです。 

 続いて１９６３年に「県の鳥」、１９６６年に「県の

木」が定められたそうです。各市町もこの流れの中で

「花・鳥・木」を制定していったものと思われます。 

 鯖江市においては平成１７年に「みなぎる活力とま

ちづくりへの情熱のシンボルとして・市の花 つつじ」

「心の豊かさと明日への希望のシンボルとして・市の

木 さくら」「男女共同・参画と協働、そして豊かな自

然のシンボルとして・市の鳥 おしどり」を制定して

います。 

 全国的に見ますと、ほとんどの自治体が「花・木・

鳥」の３種類を指定しています。しかし、中にはその

土地ならではのシンボルを加えているところもあり

ます。たとえば、福井県、越前町は「県の魚 越前ガ

ニ」。大野市では「市の魚 イトヨ」。とくに、富山県

においては「県の魚 ブリ・ホタルイカ・白エビ」と

３つも取り上げています。 

 鯖江市では「地方創生戦略」のなかで「レッサー 

パンダの聖地化事業」を推進しているところです。 

レッサーパンダが鯖江市に来たのは１９８５年。す

でに３０年以上経ち、鯖江市民にすっかりと溶け込み、

今では鯖江市のアイドルであり、シンボルです。全国

的にもレッサーパンダを「市の動物」として制定して

いる自治体はありません。まさに、全国初の指定であ

り、大きな注目を集めるかもしれません。また、３月

末には新レッサーパンダ舎が完成オープンし、連日多

くの家族連れで賑わっています。「市の動物」として今

後、市の広報、パ

ンフレット、サイ

ン、標識、名刺、

土産品などあら

ゆる分野でＰＲ

することとなり

ます。       

日本一（？）

小さな動物園か

もしれません

が。しっかりと

存在感を示して

くれるでしょう。    完成した新パンダ舎 

 

 

 

 

 

 以前から横越地区より要望のあった、鯖江東小学校

東南角の用水を穴田川にオーバーフロー排水する工

事が完了しました。 

 大雨による増水時、横越地区に大量の雨水が流れ込

みその対応に苦慮していました。 

 東小学校角には手動による堰がありますが、夜の急

な降雨や、管理者が不在の時は対応できませんでした。 

 

オーバーフロー排水桝が設置された用水 

また、この用水が流れる新横江２丁目東側では積雪

時、用水に雪を投げ入れると水が溢れ出る事があった

とのことです。 

そこで、東小学校東南角において規定以上を超えた

水は自然に穴田川に排水されるよう、オーバーフロー

排水溝を設置しました。 

 

新横江簡易郵便局角の交差点に信号機の設置を要

望しています。 

 この交差点は朝の通勤の車と東小学校の児童が登

校する時間とが重なります。ＰＴＡや交通安全協会の

方々のご協力で事故を防いでいますが、危ない場面も

あったとのことです。 

 関係各位のご署名をいただき、新年早々に鯖江警察

署に要望書を提出いたしました。 

横越用水 

オーバーフロー排水完成 

横断者用の信号機設置の要望 



 鯖江警

察で朝の

時間帯、

全日の交

通量を計

測したと

ころ、信

号設置基

準に満たないとの報告がありました。しかしその後、

子供が車と接触しケガをする事態も発生し、再度申し

入れを行っている所です。 

 

 

 

 １２月議会で「都市宣言」について質問 

 全国各地の自治体では「都市宣言」を制定していま

す。 

これは、市政の基本的な方針を表明するもので、

様々な施策の根幹をなすものです。鯖江市でもこれま

でいくつか制定していますが、市民にはほとんど認識

されていないのが実情ではないでしょうか。 

鯖江市では 

Ｓ３７ 交通安全都市宣言 

Ｓ４０ 暴力排除都市宣言 

Ｓ４１ 青少年を守る都市宣言 

Ｓ４６ 清純な環境づくり都市宣言 

Ｓ５６ 教育環境浄化都市宣言 

Ｈ３  非核平和都市宣言 

Ｈ４  自治体環境宣言 

Ｈ６  交通マナー日本一鯖江をめざす都市宣言 

Ｈ８  人権尊重都市宣言 

Ｈ９  お年寄りに優しい街づくり交通安全宣言 

Ｈ１４ ユニバーサルデザイン 

    実践都市宣言    

Ｈ２０ 男女共同参画都市 

    宣言 

Ｈ２４ 情報都市宣言   

 

 

総合運動公園の 

東側に立つ看板 

また、決意表明という形で 

Ｓ４５ 明るく正しい選挙に関する宣言 

Ｓ５４ 交通事故非常事態宣言 

Ｈ２  ゆとり宣言 

Ｈ１０ 労働死亡災害ゼロをめざす宣言 

 

随分と沢山あることに驚きますね。 

 

これらの宣言は、これまでの市の施策に何らかの形

で反映されています。 

この中から今、重点を置くべき宣言を絞り込み、市

民への周知を図るべきではないでしょうか。 

なお、これらの都市宣言は市のホームページに掲載

し、市民へアピールしていくとのことです。 

後部座席のシートベルトもよろしく 

ところで、福井県民の後部座席シートベルトやチャ

イルドシートの着用率は全国的にも最下位クラスだ

そうです。 

今一度、交通マナーや交通安全に気を配りたいもの

です。 

 

あとがき 

議員一年生として奮闘中です。私の活動を

何かの形でお知らせしたいと、今回このよう

なレポートを作成してみました。まだまだ不

慣れですが少しずつ充実させていきたいと思

います。よろしくお願いします。 

 大門よしかず 

 

「都市宣言」って何でしょう 


